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文

（三
日
）
、
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二
回
）
、
本
川
Ｉ
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三
回
）
、
山

口
格

（十
五
回
）
、
菊
池
■

（二
十
日
）
、
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藤

回
）（新
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十
五
回
）
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小
松
元
彦
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―
卜
Ｌ
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―
―
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過
―
―
‐

雪
の
ち
い
っ
く
厳
し
い
寒
さ
の
中
を
ｔ
切
ょ
り
―

め
Ⅶ
椰
経
酬
隊
げ
孵
捌
紙
は
Ｍ
林
剛
ト
リ
ロ
は
却
』

の
で
歓
迎

・
激
励
の
言
葉
を
５

け
緊
張
も
と
け
た
ょ

う
で
し
た
。

い
つ
も
の
如
く
、
和
気
濶
稿
、
在
校
当
時
の
話
に

花
が
咲
き
記
念
写
真
を
撮
り
、
六
中
性
児
の
歌
を
全

員
で
青
唱
し
て
二
次
会

へ
と
散
会
し
ま
し
た
。
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